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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
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新
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行
政
に
関
す
る
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意
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新
薬
認
可
行
政
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
根
底
か
ら
失
墜
さ
せ
る
事
件
が
頻
発
し
て
い
る
。
最
近
一
カ
年
の
間

に
明
る
み
に
出
た
だ
け
で
も
、
大
鵬
薬
品
工
業
の
抗
炎
症
剤
「
ダ
ニ
ロ
ン
」
に
お
け
る
発
ガ
ン
性
デ
ー
タ
の
隠
蔽
、

ミ
ド
リ
十
字
の
酸
素
輸
液
「
フ
ル
オ
ゾ
ー
ル
Ｄ
Ａ

20
％
」
に
お
け
る
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
、
そ
し
て
、
日
本
ケ
ミ
フ
ァ

の
消
炎
鎮
痛
剤
「
ノ
ル
ベ
ダ
ン
」
及
び
降
圧
剤
「
ト
ス
カ
ー
ナ
」
に
お
け
る
デ
ー
タ
偽
造
と
消
炎
鎮
痛
剤
「
シ
ン
ナ
ミ

ン
」
に
お
け
る
副
作
用
デ
ー
タ
隠
し
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

人
命
に
か
か
わ
る
薬
務
行
政
の
見
地
と
し
て
、
こ
れ
ら
一
連
の
事
件
は
あ
る
ま
じ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
営
利
優

先
、
過
当
競
争
の
業
界
体
質
、
新
薬
認
可
シ
ス
テ
ム
の
不
備
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
事
件
を
む
し
ろ
「
氷
山
の

一
角
」
と
憂
慮
す
る
声
が
高
い
こ
と
も
大
き
く
頷
け
る
の
で
あ
る
。 

 
日
本
ケ
ミ
フ
ァ
に
対
し
て
は
、
既
に
既
認
可
医
薬
品
の
製
造
承
認
が
取
り
消
さ
れ
、
八
十
日
間
の
業
務
停
止
と 

日
本
ケ
ミ
フ
ァ
事
件
と
新
薬
認
可
行
政
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

い
う
行
政
処
分
が
な
さ
れ
て
い
る
。
不
正
を
働
い
た
者
の
厳
正
な
処
罰
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
あ
り
、
行
政
責
任
に

止
ま
ら
ず
、
民
事
上
、
刑
事
上
の
責
任
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

し
か
し
、
処
罰
は
あ
く
ま
で
対
症
療
法
に
過
ぎ
な
い
。
内
部
告
発
に
よ
ら
な
け
れ
ば
不
正
を
発
見
で
き
な
か
つ

た
従
来
の
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
体
制
、
中
央
薬
事
審
議
会
の
審
査
体
制
の
欠
陥
を
こ
の
機
会
に
行
政
府
が
真
摯
に
反

省
し
、
か
か
る
事
件
の
再
発
防
止
対
策
を
早
期
に
確
立
す
る
こ
と
が
、
国
民
の
信
頼
を
回
復
し
て
い
く
唯
一
の
方

策
と
考
え
る
。 

一 

日
本
ケ
ミ
フ
ァ
事
件
は
、
架
空
の
デ
ー
タ
を
ね
つ
造
し
、
無
断
借
用
し
た
医
師
の
名
前
で
雑
誌
に
論
文
を
掲

載
し
て
そ
れ
を
製
造
承
認
申
請
に
用
い
た
悪
質
な
も
の
で
、
曽
根
原
孝
研
究
開
発
本
部
開
発
部
長
も
、
厚
生
省

の
事
情
聴
取
の
中
で
不
正
の
事
実
を
全
面
的
に
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
刑
法
第
百
五
十
九
条
に
定 

そ
こ
で
、
日
本
ケ
ミ
フ
ァ
事
件
に
対
す
る
今
後
の
対
応
と
新
薬
審
査
体
制
の
改
善
方
針
に
関
し
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
質
問
す
る
。 

四 

 



 

三 

日
本
ケ
ミ
フ
ァ
の
デ
ー
タ
偽
造
は
、
申
請
者
の
デ
ー
タ
を
信
頼
し
、
学
会
発
表
、
雑
誌
掲
載
に
よ
つ
て
デ
ー

タ
の
公
正
性
が
担
保
さ
れ
る
と
し
て
き
た
行
政
府
の
前
提
を
根
底
か
ら
覆
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
厚
生
省

は
、
企
業
秘
密
を
理
由
に
申
請
デ
ー
タ
の
公
開
を
拒
否
し
て
き
て
い
る
が
、
国
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
は
企
業
秘
密
の
範
囲
は
最
小
限
に
止
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
デ
ー
タ
隠
し
や
デ
ー
タ
偽
造
が
正
当
な 

二 

現
行
薬
事
法
に
は
、
認
可
申
請
資
料
の
偽
造
又
は
申
請
者
に
不
利
な
資
料
の
隠
匿
に
対
す
る
処
罰
の
明
文
規

定
が
な
い
。
今
回
の
事
件
は
、
こ
の
よ
う
な
法
制
の
盲
点
を
衝
い
た
形
で
起
き
た
。
今
後
か
か
る
事
件
の
再
発

を
防
止
す
る
た
め
、
認
可
申
請
の
中
で
意
図
的
に
不
利
な
デ
ー
タ
を
隠
し
た
り
、
有
利
な
デ
ー
タ
を
偽
造
す
る

行
為
に
対
す
る
処
罰
規
定
を
、
薬
事
法
等
関
係
法
規
の
中
に
設
け
る
立
法
措
置
が
必
要
と
考
え
る
が
、
内
閣
の

見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

め
る
私
文
書
偽
造
・
同
行
使
罪
に
該
当
す
る
が
、
政
府
は
日
本
ケ
ミ
フ
ァ
を
告
発
し
、
そ
の
刑
事
責
任
を
追
及

す
る
考
え
が
あ
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

四 

申
請
デ
ー
タ
の
信
頼
性
を
確
保
し
、
デ
ー
タ
隠
し
、
デ
ー
タ
偽
造
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
新
薬
と
副
作
用
に
関

す
る
全
治
験
計
画
が
把
握
さ
れ
、
適
切
な
時
期
に
何
重
に
も
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
、
左
の
方
法
が
有
効
と
考
え
る
が
、
政
府
は
こ
れ
ら
の
施
策
を
実
行
す
る
考
え
が
あ
る
か
、
そ
れ
ぞ 

企
業
秘
密
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
デ
ー
タ
の
公
正
性
を
担
保
し
、
国
民
の
薬
務
行
政
に
対
す
る
信
頼

を
回
復
す
る
最
良
の
方
法
は
、
申
請
デ
ー
タ
を
公
開
し
、
企
業
秘
密
と
い
う
形
の
不
正
隠
し
を
許
さ
な
い
態
度

を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
認
可
後
の
全
申
請
デ
ー
タ
の
公
開
と
、
厚
生
省
に
対
し
、
認
可
差
し

止
め
の
異
議
申
立
て
が
行
え
る
期
間
と
そ
の
行
政
手
続
を
保
障
す
る
制
度
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る 

が
、
内
閣
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

な
お
、
取
り
あ
え
ず
早
急
に
採
り
得
る
措
置
と
し
て
、
既
に
認
可
さ
れ
た
医
薬
品
に
つ
い
て
は
、
申
請
デ
ー

タ
の
中
の
既
に
学
会
誌
等
に
発
表
さ
れ
た
も
の
等
明
ら
か
に
企
業
秘
密
と
み
な
さ
れ
な
い
デ
ー
タ
の
リ
ス
ト
を

公
示
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
内
閣
の
所
信
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

 



 

 

七 

れ
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(一 ) 

毒
性
、
催
奇
形
性
、
発
ガ
ン
性
等
副
作
用
に
関
す
る
基
礎
実
験
及
び
臨
床
試
験
は
、
全
て
治
験
計
画
の
提

出
を
義
務
付
け
る
。 

(二 ) 

(一 )
で
義
務
付
け
ら
れ
た
試
験
の
記
録
は
、
企
業
の
都
合
に
か
か
わ
ら
ず
認
可
後
一
定
期
間
保
持
す
る
よ
う

義
務
付
け
る
。 

(三 ) 

(一 )
及
び

(二 )
で
定
め
る
義
務
違
反
に
関
す
る
罰
則
規
定
を
設
け
る
。 

(四 ) 

認
可
審
査
の
時
点
で
、
申
請
デ
ー
タ
の
実
験
責
任
者
、
個
人
カ
ル
テ
等
生
デ
ー
タ
の
点
検
確
認
を
行
う
。

不
審
な
件
は
、
事
情
聴
取
、
立
入
検
査
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
す
る
。 

右
質
問
す
る
。 


